
家庭・企業で使用

球場のナイターへ

電気を仕分け太陽光で発電 環境
価値

電力*

* 市場を通じて

洋上風力は発電能力の高い巨大な風
車が設置されるため、クレーンも相応の
2500㌧サイズです。機材の吊り上げ・
運搬に使用します。

企画・制作　読売新聞社ビジネス局広 告

国内最大の発電会
社であるJERAは、洋

上風力を柱とする再
生可能エネルギー事

業による、

脱炭素と地域活性化
の両立に全力を注い

でいます。

基盤の一つが青森県
や秋田県をはじめと

する、東北地方です
。

クリーンエネルギー
で

73年ぶりの巨人戦を
「灯セ」

　
「
灯
セ
、
ナ
イ
タ
ー
」は
今
年
、
弘
前

を
は
じ
め
セ
・
リ
ー
グ
6
球
団
の
各
1

試
合
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
C
O
²排

出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
仕
組
み
は「
環

境
価
値
」の
売
買
で
す
。
こ
れ
は
電
力

そ
の
も
の
の
価
値
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る

「
C
O
²を

排
出
し
な
い
価
値
」の
取
引

で
、
第
三
者
機
関
が
厳
密
な
基
準
で
判

断
し
、
そ
の
証
書
の
購
入
者
に
は
そ
の

分
の
C
O
²

削
減
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

J
E
R
A
を
は
じ
め
と
す
る
電
力
事
業

者
は
再
エ
ネ
拡
大
へ
の
新
た
な
資
金
を

得
る
、
購
入
者
は
気
候
変
動
対
策
へ
の

貢
献
を
消
費
者
や
投
資
家
に
示
せ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
「
灯
セ
、
ナ
イ
タ
ー
」の
対
象
は
、
福

島
県
に
あ
る「
J
E
R
A
×
セ
・
リ
ー
グ

み
ん
な
の
ソ
ー
ラ
ー
パー
ク
」が
愛
称
の

太
陽
光
発
電
施
設（
電
力
量
約
30
万
㌔・

㍗
時
／
年
）で
発
電
し
た
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
環
境
価
値
。
6
球
団
が
買

い
取
る
こ
と
で
、
照
明
な
ど
で
多
く
の

電
力
を
使
う
ナ
イ
タ
ー
の
C
O
²排

出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
た
の
で
す
。

業
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
の

少
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
再
エ
ネ
は
貴

重
な
国
産
資
源
で
す
。
国
内
最
大
の
発

電
会
社
と
し
て
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
安
定
し
た

電
力
供
給
と
脱
炭
素
を
両
立
し
、
日
本

で
の
再
エ
ネ
の「
灯
」を
消
す
こ
と
な

く
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
使
命

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
は
、
稼
働
す
れ
ば
多
く

の
電
力
を
生
み
続
け
る
洋
上
風
力
発
電

が
適
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
洋
上
風

力
発
電
の
開
発
・
運
営
に
は
専
門
知
識

が
必
要
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
資
源
開

発
を
行
う
英
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
b
p 

と
洋
上
風
力
発
電
事
業
を
統
合
し
、

「
J
E
R
A
Ne
x
b
p
」を
設
立
。
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
で
培
っ
た
知
見
を
、
日

本
の
地
域
社
会
に
還
元
す
る「
グ
ロ
ー

カ
ル（
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
造

語
）」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

J
E
R
A
が
注
力

再
エ
ネ
事
業
と
地
域
活
性
化

　
J
E
R
A
は
2
0
1
5
年
に
東
京
電

力
と
中
部
電
力
の
火
力
発
電
部
門
な
ど

を
統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
脱
炭
素

の
流
れ
が
世
界
的
に
進
む
中
、
C
O
²

排
出
量
が
比
較
的
少
な
い
L
N
G（
液

化
天
然
ガ
ス
）、水
素
系
燃
料
、そ
し
て

洋
上
風
力
が
柱
の
再
エ
ネ
で
の
発
電
事

セ・
リ
ー
グ
の
6
球
団
が

「
環
境
価
値
」を
購
入

　
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
の
タ
イ
ト
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
J
E
R
A
は
今
年
、

試
合
で
の
二
酸
化
炭
素（
C
O
²）排

出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る「
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
灯
セ
、
ナ
イ
タ
ー（
灯
セ
、

ナ
イ
タ
ー
）」
を
各
球
団
の
試
合
で
開

催
。
6
月
30
日
の
青
森
県
弘
前
市
で
の

巨
人
対
ヤ
ク
ル
ト
戦
は
、
大
勢
の
観
客

が
熱
闘
を
楽
し
む
と
と
も
に
、「
灯
セ
」

の
意
味
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
巨
人
の
一
軍
試
合
が
青
森
県
で
開
催

さ
れ
た
の
は
73
年
ぶ
り
。
光
星
学
院
高

校（
現
・
八
戸
学
院
光
星
高
校
）出
身
の

坂
本
勇
人
選
手
を
は
じ
め
両
チ
ー
ム

か
ら
青
森
ゆ
か
り
の
３
選
手
が
出
場
し
、

球
場
を
埋
め
尽
く
し
た
1
万
5
9
6

人
の
観
客
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
試

合
の
始
球
式
に
登
場
し
た
の
は「
灯

セ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

Q
u
iz
K
n
o
c
k
を
代
表
し
て
、

「
ク
イ
ズ
王
」伊
沢
拓
司
さ
ん
。
5
回
終

了
時
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
が「
灯
セ
、
み

ん
な
で
。」を
夜
空
に
描
き
ま
し
た
。

　
球
場
周
辺
の
6
球
団
の
マ
ス
コ
ッ
ト

青
森
県
で
開
催
の
ナ
イ
タ
ー

C
O
²排
出
量
が
実
質
ゼ
ロ

キ
ャ
ラ
と
写
真
撮
影
で
き
る
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
に
は
、
5
0
0
人
近
く
が
訪
れ

ま
し
た
。
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
の
漁
業
埓

見（
ら
ち
み
）渉
太
さ
ん
は
「（
J
 E 

R
A
な
ど
に
よ
る
）説
明
会
で
色
々
と

や
り
と
り
し
て
お
り
、
今
は
洋
上
風
力

の
建
設
に
納
得
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

目
の
前
で
プ
ロ
野
球
の
試
合
を
観
戦
し

ま
し
た
」と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

で
は
部
材
を
積
む
2
5
0
0
㌧
の
巨

大
ク
レ
ー
ン
が
設
置
済
み
で
、
風
車
の

基
礎
建
設
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
青
森
で
も
、
地
質
の
安
定
性
な
ど

の
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
重
要
な
の
は
、
地
域
の
理

解
を
得
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
元

の
方
々
に
共
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事

業
と
し
て
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で

す
。
一
翼
を
担
う
の
が
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
取

り
組
む「
灯
セ
、
ナ
イ
タ
ー
」で
す
。
さ

ら
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Nex
bp
や
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
共
に
、
地
域
活
性
化
に

向
け
て
、
洋
上
風
力
の
保
守
・
点
検
を

は
じ
め
と
す
る
雇
用
な
ど
経
済
貢
献
の

ほ
か
、
環
境
教
育
、
祭
り
へ
の
参
加
と

い
っ
た
活
動
に
も
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
で
注
目
さ
れ
る
地

域
は
東
北
地
方
。
巨
大
な
プ
ロ
ペ
ラ
を

回
す
た
め
に
必
要
な
沖
合
で
の
安
定
し

た
風
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

J
E
R
A
は
、
J
E
R
A
Nex
bp

や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
に
北
海
道
の

石
狩
湾
新
港
で
2
0
2
4
年
よ
り
商
業

運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
注
目
さ
れ
る
の
は
2
0
2
8

年
の
運
用
開
始
を
目
指
す
秋
田
県
男

鹿
市
、
潟
上
市
、
秋
田
市
沖（
出
力
計

3
1
5
㍋
・
㍗
）と
2
0
3
0
年
の
稼

働
を
計
画
す
る
青
森
県
沖
の
日
本
海

（
南
側
）（
出
力
6
1
5
㍋
・
㍗
）。
秋
田

北
海
道
、東
北
で
進
め
る

洋
上
風
力
発
電
の
建
設

JERAは2050年までに、
再生可能エネルギーとゼロエミッション火力で、
発電時のCO₂排出ゼロを目指します。
詳しくはこちら

「JERAクリーンエネルギーで灯セ、ナイター」の仕組み
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